


























































































































































































































































































































人公は，今や， f皮の最後の犯罪によって，完全な「悪J ，純粋な r~nu を実現する事に成
功する。犯罪の最後の場面は，マルドロールの辿った「悪の生活J の終結を JI音示して，興
味深い。ここにその概略を紹介しよう。犠牲者の少年 マーヴィンを捕えたマルドロール
はー自分の助手である一人の狂人に命じて，少年の足を，長い綱の先端に縛りつけ，もう
一方の端を持って，オベリスクの塔のてっベんで，自分を中心にした大回lI!互運動をむこさ
せる。そして，空中を走る少年の体が最高のスビート、を挫得した|瞬間，マルドロー)レは，
綱を持っていた手を開く。少年の体は空中を突切り，セーヌ川を越えて，パンテオンの円
形ドームに激突する。この時，空中を飛ぶマーヴインは，付与されたすい星という比 11命の
共通性一作者は，別の箇所で，マルドロールををすい星に警えているーによって，マル
ドロールの分身を表わしていると考えてよ p。今や 半世粋悲のシンボルと化した、マルド
ルドロール=マーヴィンの体は，現実の善悪一一彼が飛び越えるパリのIUT によって，象徴
されるーを超越して，空中を走る。が，この飛朔は永遠に続くのでは無い。パ1 ンテオン
のドームへの激突は，作品の中で歌われる「悪」の役割が，これをもって終結した事を H青
示している。歴史の発展の原動力であったマルドロールの「悪J が，その究極点にまで押
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し進められ，完壁な純粋性と，独立性を獲得した瞬間，それは現実から離脱し，否定の働
きというその本来の存在理由を失う事になるのは，当然の成行である。その結果，マルド
ロールの「悪J そのものが，次に否定され，乗りこえられることになる。ここに，第一作，
「マルドロールの歌」を否定し， rポエジーJ と題された，第二作の最初のページに，作者
が，次の様に記す所以がある。
「僕は，憂愁を勇気に，疑惑を確信に，絶望を希望に，悪意を善に，不平を義務に，懐
疑を信仰に，毘現屈を沈着冷静に，倣慢を謙譲に置き換える 4
(旧姓安部 D2 年在学中)
